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事業概要

４　目標達成に向けた取り組みにより、次の効果が期待されます。

小中学校内にネットワーク環境を整備し教員のICTを活用する指導能力が向上することにより、児童生
徒の情報活用能力の向上が図られます。

５　昨年度の取り組みの反省点は次のとおりでした。

学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文部科学省調査）において、授業にICTを活用して
指導する能力に対する肯定的な回答（できる、ややできる）の割合が71.6%となり、令和４年度の目標
値（85.0%）を達成することができませんでした。GIGAスクール構想の実現に向けた計画（毛呂山町）
において、各小中学校でのICT活用目標である使用回数は各年度クリアしているため、教職員の苦手意
識の改善や効果的な活用方法の習得を目指す必要があります。

６　当課は掲げた目標達成のために、次の取り組みを行います。

教員及び児童生徒に対して快適なICT環境を提供するため、継続して適切な管理を実施します。また、
教育委員会として教職員のICTを活用した指導力の向上を図るために、教育センターにおいて情報教育
担当者研修会等を開催します。

目標値(令和５年度) 85.0%

最終目標値(令和６年度) 100.0%

第五次毛呂山町総合振興計画後期基本計画

学校ICT環境の適切な管理を行います。

２　当課の業務は次の方々のために行われます。

町立小中学校に在籍する児童・生徒及び教職員のために。
また、学校に関わり協力いただいている全ての地域の皆さんのために。

３　当課の掲げる数値目標と、その根拠は次のとおりです。

教育環境の整備・充実

ICT環境整備による教員のICT活用指導力の向上

数値目標

初期値（平成30年度） 60.0%

現状値（令和４年度） 71.6%

目 標 設 定 書 （教育総務課）

教育総務課長 石　田　麻 里 子

１　当課の主な業務は次のように定義されます。

・学校に係る予算の執行及び管理に関すること
・学校施設の維持管理に関すること
・学校施設及び教具その他設備の整備に関すること


